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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月9日(2018.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車内の機能を手動で作動及び／または起動させるための制御要素であって、ニュー
トラル位置から少なくとも１方向（４，５）に調整できるように、支持部（３）に搭載さ
れる把手（２）を有し、更には、前記把手（２）と協働する圧力要素（８）であって、ゲ
ート（９）のゲート経路（１０）において案内され、弾性力を受ける圧力要素（８）を有
する、制御要素において、
　カム（１４）が前記ゲート（９）内に配置されており、前記カム（１４）は、前記ゲー
ト（９）内で前記把手（２）にテンションが付与されるように、前記把手（２）に作用し
て、前記把手（２）の動きの遊びを減らすことを特徴とする制御要素。
【請求項２】
　請求項１に記載の制御要素であって、前記把手（２）が調整された時に前記ニュートラ
ル位置の方向に復元力が前記把手（２）に対して作用することを特徴とする制御要素。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の制御要素であって、前記カム（１４）が、移動方向に、及び
／または調整位置に向かう方向に前記把手（２）にテンションが付与されるように、ニュ
ートラル位置にある前記把手（２）に作用して前記動きの遊びを減らすことを特徴とする
制御要素。
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【請求項４】
　請求項１，２または３に記載の制御要素であって、前記把手（２）は、第１及び／また
は第２枢動軸を中心に、第１及び／または第２枢動方向（４，５）に調整可能であること
を特徴とする制御要素。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の制御要素であって、ハウジング（１６）が設け
られており、前記把手（２）が前記支持部（３）内に枢設されているギアシフトシャフト
（１２）を備え、前記ギアシフトシャフト（１２）が、使用者による前記把手（２）の手
動操作のために、前記ハウジング（１６）から突出していることを特徴とする制御要素。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の制御要素であって、前記把手（２）は、前記支
持部（３）内に枢設されているギアシフトシャフト（１２）を備え、前記把手（２）の前
記支持部（３）は、ユニバーサルジョイント及び／またはカルダンジョイントとして構成
されていることを特徴とする制御要素。
【請求項７】
　請求項６に記載の制御要素であって、前記ギアシフトシャフト（１２）が、前記ユニバ
ーサルジョイント及び／またはカルダンジョイント（３）に軸受ピン（６）を用いて可動
搭載されていることを特徴とする制御要素。
【請求項８】
　請求項７に記載の制御要素であって、前記ユニバーサルジョイント及び／またはカルダ
ンジョイント（３）が、ハウジング内に、ジャーナル及び／または軸受胴を用いて可動搭
載されていることを特徴とする制御要素。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の制御要素であって、前記軸受ピン（６）の支持点、及び／ま
たは、前記ユニバーサルジョイント及び／またはカルダンジョイント（３）の支持点が更
に、すきま嵌めとして設計されていることを特徴とする制御要素。
【請求項１０】
　請求項５から９のいずれか１項に記載の制御要素であって、弾性力を働かせる弾性要素
（１１）及び前記圧力要素（８）の案内ダクト（１３）が前記ギアシフトシャフト（１２
）に配置されていることを特徴とする制御要素。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の制御要素であって、前記弾性要素（１１）が加圧バネからなること
を特徴とする制御要素。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の制御要素であって、前記カム（１４）は、前
記ゲート（９）のゲート壁（１５）上に配置されていることを特徴とする制御要素。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の制御要素であって、前記カム（１４）は、前記ゲート経路（１０）
と向き合うゲート壁上に配置されていることを特徴とする制御要素。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の制御要素であって、前記ゲート経路（１０）が、前記把手（２）の
移動に対する触覚を生成するために３Ｄ（三次元）形状であることを特徴とする制御要素
。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか１項に記載の制御要素であって、移動及び／または調整位
置を記録する手段が設けられていることを特徴とする制御要素。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の制御要素であって、前記移動及び／または調整位置を記録する手段
は、調整及び／または調整位置を符号化する符号キャリア（１７）と、前記符号化を判定
するセンサと、を備えることを特徴とする制御要素。
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【請求項１７】
　請求項１６に記載の制御要素であって、前記移動及び／または調整位置を記録する手段
は、複数の調整位置がある場合に全ての調整位置を１つの前記符号キャリア（１７）を用
いて記録可能であるように構成されることを特徴とする制御要素。
【請求項１８】
　請求項１６または１７に記載の制御要素であって、前記符号キャリア（１７）は、磁気
符号板で構成され、前記センサは、磁気センサで構成されていることを特徴とする制御要
素。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の制御要素であって、前記センサは、前記符号キャリア（１７）が変
位すると信号反転が起こる複数のホールセンサで構成されていることを特徴とする制御要
素。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の制御要素であって、前記符号キャリア（１７）がギアシフトシャフ
ト（１２）上に案内部材（１８）を用いて搭載され、前記ホールセンサがハウジング（１
６）内に搭載されたプリント回路基板（１９）に取り付けられていることを特徴とする制
御要素。
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